
[パルティアとササン朝] 

前 330年：アレクサンドロス大王がアケメネス朝ペルシアを滅ぼす 

→大王の死後、マケドニア王国は３つに分裂。 

アンティゴノス朝マケドニア…ギリシアを支配 

セレウコス朝シリア…メソポタミア、小アジア一帯を支配 

プトレマイオス朝エジプト…エジプトを支配 

 

〈バクトリア〉：ギリシア系 

前３世紀…セレウコス朝シリアよりギリシア系移民が独立。 

・インド(クシャーナ朝)にヘレニズム文化を伝えた。 

 

〈パルティア〉；イラン系   建国：アルサケス  

中国名：安息  都：ヘカトンピュロスなど→クテシフォン 

前３世紀…セレウコス朝シリアから遊牧民の長アルサケスが自立。 

前２世紀半ば…ミトラダデス１世の時全盛期。 

⇒後３世紀…ローマとの抗争で疲弊してササン朝によって滅ぼされる 

 

〈ササン朝ペルシア〉：イラン系   建国：アルダシール１世  都：クテシフォン 

・イラン系の農耕民がファールス地方に建国した王朝 

 

初代：アルダシール１世 

・224年…パルティアを滅ぼして建国 

・クテシフォンを都に定め、ゾロアスター教を国教に定める 

 

２代：シャープール 1世 

・東方でクシャーナ朝を破る 

→260年…ローマとの抗争(エデッサの戦い)で皇帝ウァレリアヌスを捕える。 

 

最盛期：ホスロー１世  在位 531～579年 

・東ローマ帝国(ビザンツ帝国)を圧迫 

・突厥(トルコ系)と協力してエフタルを滅ぼす。 

 

→ホスロー２世…ビザンツ皇帝ヘラクレイオス１世に破れる。 

 

642年…ニハーヴァンドの戦い vsイスラーム軍 

⇒ササン朝は敗北し、まもなく滅亡。 



[西アジアの文化] 

・ゾロアスター教…ササン朝で国教とされて発展。 

         教典：『アヴェスター』もこの頃に完成 

 

・マニ教…バビロニアのマニが創始した。 

 ゾロアスター教にキリスト教、仏教の要素を融合させる。 

 善悪二元論、禁欲、偶像崇拝の否定 

 ウィグル(９～１０世紀)で信仰され、アルビジョワ派キリスト教などに影響を与える 

 

ネストリウス派キリスト教  中国名：景教 

エフェソス公会議で異端とされたのちササン朝を経て中国へ伝わる。 

 

・ササン朝美術：ヘレニズム様式を始め、西アジア周辺の文化を取り入れた美術 

⇒東伝し、法隆寺や、正倉院の漆胡瓶に影響が見られる。 

 


